






















































































































































































力のエネルギー源となるウランも OECD [2007] によれば可採年数は８５年であ
る。このため政府もエネルギー資源の観点から社会システム全体の見直しを図
資料２―２ BRICS の自動車普及率４）（２００８年）
４） 日本貿易振興機構 [2008] P84
５） 資源エネルギー庁の定光 [2009] は環境問題を安全保障問題と関連付ける発想が日本に欠
けていることを指摘している。
６） BP 社は旧 British Petroleum 社のことである。２００１年より BP 社に社名変更し，現在に至る。
７） BP [2009] P6
























































































































































































高性能 PHV 本格的 EV
性能 １ １ １．５倍 ３倍 ７倍
コスト １ １／２倍 １／７倍 １／１０倍 １／４０倍




























１６） 経済産業省 [2009a] P323





























































２４） 経済産業省 [2009b] P72-P73
２５） レアアースの抽出ではトリウムという放射性廃棄物が出る。１９９０年代にマレーシアで三
菱化成の合弁会社 ARE (Asian Rare Earth) 社が，周辺住民に健康被害を引き起こし社会問題
化した。レアアース事業では単に権益確保のみならず，トリウムの再利用や環境技術などに
ついても十分に配慮が必要である。























































































































３２） 藤井 [2009a] P36-P44










































































３８） 例えば，韓国の CT&T 社は２００９年東京モーターショーで，e-ZONE を１７４万円で出展し





































































































































４２） 例えば，トヨタのプリウスはハイブリッド (HV) ではニッケル水素電池を，プラグインハ
イブリッド (PHV) ではリチウムイオン電池を搭載して差別化を図っている。








































































４６） 本間 [2009] P105
４７） 経済産業省 [2010a] P26










































































OECD [2005] Uranium 2005: Resources, Production and Demand













































ト』Vol. 37 No. 2, P127-P133
村沢義久 [2010]『電気自動車』筑摩書房
社会イノベーション研究
― ―６２
